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１ 三好丘旭行政区規約 

  私たちは、みよし市民としての自覚と責任及び相互の信頼と協力に基づき、 

 やすらぎと潤いに満ちたより良い地域共同生活を創造するため、三好丘旭行政区 

 を組織し、ここに三好丘旭行政区規約（以下「規約」という。）を定める。 

  

 第１章  総 則  

（名称および構成） 

第１条 この行政区は、三好丘旭行政区（以下「行政区」という。）と称し、 

行政区内の住民（以下「区民」という。）により構成される。 

 

（目 的） 

第２条 行政区は、区民の福祉の向上と住みよいまちづくりを図ることを目的とする。 

 

（運営の基本理念） 

第３条 行政区は、区民の個性と自主性を尊重し、その総意を前提として民主的に 

   運営されなければならない。 

 

（区 域） 

第 4 条 行政区の区域は、三好丘旭一丁目から同五丁目および隣接する大字福谷 

    字下り松の区域内（別紙１の図に示す区域）とする。 

  

（事務所） 

第５条 行政区の事務所は、三好丘旭集会所（以下「集会所」という。）に置く。 

    この集会所の管理及び運営に関する事項は、この規約に定めるものを 

除くほか、「集会所の管理および運営に関する規則」で定める。 

 

（事 業） 

第６条 行政区は、第２条の目的を達成するために、次の各号の事業を行う。 

   一 区民の親睦に関すること 

   二 区民の相互扶助および福祉に関すること 

   三 区民の生活環境および生活安全に関すること 

   四 地域のコミュニティ活動に関すること 

   五 その他、住みよいまちづくりに関すること 

 

 第２章  組  

（ 組 ） 

第７条 行政区に組を設ける。 

   ２ 組の区域は、地理的条件等を考慮して定める。 

  ３ 区民数の増減により組内の人口に大幅な変動が生じ、行政区の運営に支障 
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   をきたすと思われる場合は、区長は第１２条に規定する三好丘旭行政区役員会 

   （以下「役員会」という。）の同意を経て、組の編成および管轄区域を変更する 

   ことができる。 

 

（組長及び班長） 

第８条 組に組長を置くほか、各組の状況に応じて、班長を置く。 

    組長から、担当する組の班長を新設または増員したいという申し出があった 

   場合は、区長が役員会の同意を得て決定する。 

  ２ 組と班の編成は、区長が役員会の同意を経て定める。 

  ３ 組長および班長は、組内の区民の互選または持ち回りにより交代するもの 

   とする。 

    ただし、次の各号に該当する場合は、組長および班長の職を免除することが 

   できる。 

    一 区長経験者 

    二 当該年度の４月１日に満７５歳以上の世帯主および世帯員のみで構成 

     される世帯 

    三 当該年度の４月１日に満６５歳以上の世帯主のみの世帯 

    四 当該年度の４月１日に満６５歳以上の世帯主および世帯員のみで構成 

     される父母子家庭等の事由に該当する世帯 

     五 単身赴任者 

     六 その他、相当の事由があると区長が認めた場合      

  ４ 組長は、行政区活動の組の代表者として次の各号の役割を担当する。 

     一 組内の住民の異動状況の把握および連絡調整をし、区長に報告する。 

     二 組内の統括をし、諸問題の処理について区長に協議し、必要がある場合 

          は役員会に議題として提出する。 

     三 区長の指示により、広報等の配付および各種回覧を行う。 

     四 会計の指示により、区費その他の徴収金を徴収する。 

       五 環境美化活動の各組の清掃責任者となる。  

        六 行政区の各行事の企画および運営を行う。 

       七 組内の住民の行政区行事への参加を呼びかけ、出欠の取りまとめを行う。 

        八 国勢調査の実施年度には、区長が組長を調査員として任命し、その担当 

     する調査区の区民に調査票の交付および回収等を行う。 

      ただし、組長が何らかの事情により担当区域の調査員の職務ができない 

     場合は、公募等により調査員を任命する。 

      九 その他、区長が依頼する事項を担当する。 

５  班長は組長を補佐し、次の役割を担当し、その任期は原則として1年とする。 

     一  組長の指示により、区費その他の徴収金を徴収して、組長に渡す。 

      二 組長の指示により、各種回覧、配付等を行う。 

     三 班内の意見、要望等がある場合は、組長に報告する。 

      四 行政区の各行事の運営について、組長が依頼するときはその補助をする。 
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      五 その他、組長が依頼した事項を担当する。 

  

第３章 役 員 

（役 員） 

第９条 行政区に次の各号の役員を置く。 

    一 区 長         １名 

    二 区長代理        2 名 

    三 会 計           １名 

    四 組 長           17 名 

    五 顧 問           １名 

    六 会計監査          ２名 

 

  ２ 役員の選考は、区長が役員のうちから指名した委員で構成する役員選考委員会 

    （以下「選考委員会」という。）を開催して行うものとする。その選考方法等は 

      この規約に定めるものを除くほか、三好丘旭行政区運営細則（以下「運営細則」 

  という。）第１条に定める。 

 ３ 役員は、第１５条に規定する三好丘旭行政区総会（以下「総会」という。）の 

    承認を受け就任するものとする。 

  ４  第 1 項第 5 号の顧問については、行政区の運営上必要があると区長が認める 

    場合は、その選任を行い、総会の承認を受けるものとする。 

   

（役員の任期） 

第１０条 役員の任期は、原則として１年（就任の日の属する年度の４月１日から 

翌年３月３１日まで）とする。 

     ただし、行政区の運営上必要があると認められる場合は再任することが 

       できるが、その任期は就任の日から最長２年までとする。 

     なお、区長については、行政区の運営に支障をきたす事由がある場合は、 

       総会の承認を受け、２回目の再任をすることができるが、その任期は就任の日 

       から最長3年までとする。 

    ２ 前項の規定にかかわらず、行政区の運営上必要があると認められる場合は 

       異なる役員に就任することができるが、その任期は新たに起算するものとする。  

     ３ 区長が任期の途中で欠け、後任の区長を選任しなければ行政区の運営に支障 

       をきたす場合は、 区長代理が臨時の選考委員会を開催し,新たな区長候補者を 

       選出するものとする。その候補者について、区長代理は役員会に提案しその 

       同意を得て、後任の区長としてみよし市（以下「市」という。）に報告する 

       とともに区民に広報する。    

    ４ 区長以外の役員が任期の途中で欠けた場合は、必要に応じて区長が後任の 

       役員を選任することができる。 

     ただし、後任の役員の選任が難しい場合は、区長は役員のうちからその同意 

       を得て、欠けた役員の職務を兼務させることができる。 
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   ５ 第３項および第４項の後任役員の任期は前任役員の残任期間とする。 

 

（役員の職務） 

第１１条 役員の主な職務は、次の各号のとおりとする。 

   一 区 長 

    ア 行政区の代表としてその運営を行うとともに、区務を総括する。 

    イ 行政区の規約および区費徴収台帳等の重要書類について、運営細則 

     第２条に規定するとおり、整理保管する。 

      ウ 区民の転入および転出等の異動の情報の把握をする。 

     エ 区民に弔事が生じ、遺族から弔問等の申し出がある場合には、運営細則 

          第３条に規定するとおり、行政区を代表して弔意を表すものとする。 

     二 区長代理 

     ア 役員会等の行政区の会議の議長を務め、区長に事故あるときは、区長の 

          専権事項以外の職務を代行する。 

      イ 役員会の議事録を作成する。 

    ウ  その他、区長の職務を補佐するとともに、行政区の各行事の進行管理を 

          行う。  

   三 会 計 

      行政区の収支、予算および決算等の経理事務を担当する。 

   四 組 長 

      第８条第４項に規定する職務を担当する。 

   五 顧 問 

      行政区の各行事の円滑な運営のために、役員の補佐をする。 

   六 会計監査 

      行政区の決算等の収支報告を監査する。   

    

（役員会および委員会） 

第１２条 役員会は、第９条第１項に規定する役員（会計監査を除く。）で構成する。 

   ２ 定例役員会は毎月開催するものとする。 

     ただし、緊急の必要が生じた場合は、区長は臨時の役員会を開催すること 

        ができる。 

   ３ 役員会は次の各号について審議および決議を行う。 

    一 区長会および区長協議会の報告事項 

    二 行政区行事の企画運営および収支報告事項 

    三 その他、行政区運営に関する事項 

   ４ 区長は、役員定数の３分の２以上から要請がある場合は、臨時役員会を 

        開催しなければならない。 

   ５ 区長は、必要に応じて、第９条第２項に規定する選考委員会のほか、 

        その目的に応じた委員会を設置することができる。 
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（部の設置） 

第１３条 区長は、第６条の事業を実施するため、次の各号の部を置くことができる。 

      ただし、行政区の事業運営上必要がある場合は、区長は役員会の決議を 

        経て、各部の統合改廃を行うことができる。 

      一 防災・防犯・交通・環境部 

          防災訓練並びに災害発生時の区民の安全確保および財産の保全に 

関すること        

           交通安全、防犯対策の普及および防犯灯の管理に関すること 

           地域環境の美化および生活環境の向上に関すること 

       二 文 化 部  

           文化事業の企画と実施に関すること 

        三 レ ク  部 

      夏祭り等のイベントの企画および実施に関すること 

        四 体育部 

          体育、健康づくり事業の企画および実施に関すること 

        五 広報部 

             区の広報活動および「旭だより」の発行に関すること 

    ２ 区長は、設置した各部の部長（以下「部長」という。）を組長または 

         各団体の構成員の中から指名するものとする。 

    ３ 部長は、第１項の各部のリーダーとなり、各事業の企画、運営および 

         進行管理等を行うとともに、細則第２条に規定するとおり、担当する 

行事資料等を整理保管し、次年度の部長等に引き継ぐものとする。 

    ４ 部長は、担当する部の事業に関連する対外的な会議等に出席する場合は、 

         あらかじめ区長に報告するとともに、必要がある場合は、その会議の内容 

         を役員会に報告しなければならない。 

     ５ 任期が満了した役員は、後任の役員から要請を受けた場合は、次年度の 

1 年間は各部の事業について必要な情報および助言等の提供に協力するよう

に努めるものとする。 

  

（役員および班長の手当） 

第１４条 行政区は、役員および班長がその職務を遂行するために要する経費のほか、 

        次の各号に定める手当を支払う。 

         一 区 長         年額  200,000円  

         二 区長代理        年額  100,000円      

        三 会 計          年額  100,000円 

        四 組 長         年額   40,000円 

         五 顧 問         年額   30,000円 

          六 会計監査        年額    3,000円 

        七 班 長         年額    8,000円 

      



 6 

２ 前項において、複数の役員の職を兼務する場合は、それらの手当のうち 

     最も高い年額のみの支給とする。 

  

  第４章  総 会   

 （総 会） 

第１５条 行政区は、世帯主または世帯主を代理する世帯員（以下「世帯主等」 

        という。）により構成する総会を開催する。     

    ２ 総会は、次の各号の審議および議決を行う。 

      一 当年度の事業報告及び決算 

      二 次年度の事業計画及び予算 

       三 選出された役員等候補者の信任 

      四 その他、行政区運営の基本方針に関する事項 

  

（召 集） 

第１６条 総会には、定期総会のほか臨時総会があり、いずれも区長がこれを招集 

        する。 

    ２ 定期総会は毎年度３月に開催し、臨時総会は必要の都度開催するものと 

        する。     

 

（成立要件と議事） 

第１７条 総会は、第１５条に規定する世帯主等の出席者および委任状の提出者 

        （以下「出席者等」という。）が、行政区内の全世帯数の５分の２以上ある 

        場合に成立する。 

   ２ 総会の議長は、出席者の中から互選する。 

    ３  議案は、総会開催前の役員会で決議したうえで、総会に提出するものとする。 

   ４ 議事は、出席者等の過半数の賛成で決し、可否同数の場合は議長の決する 

       ところによる。 

  

 第５章  財 務   

（区 費） 

第１８条 行政区の運営経費の財源は、区費、市からの補助金、手数料およびその他 

        の収入によりこれを充てる。 

   ２ 持家世帯（分譲マンション居住の世帯および持家を借りている世帯等も 

        含む。）の区費は、１世帯あたり月額５００円とする。 

     ただし、当該年度の 4 月 1 日に世帯主が満７５歳以上の世帯は、月額 

        ２５０円とする。 

    ３ アパートなど賃貸集合住宅世帯の区費は、１世帯あたり月額２５０円 

        とする。 

     ただし、学生寮等の単身者用住宅居住者の区費は、１戸あたり月額 

        １００円とする。        
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   ４ 事業所等の区費は、従業員数及び敷地面積などを総合的に勘案し、 

        区長が当該事業所と協議してこれを定める。 

    ５ 年度途中の転入世帯については、転入した翌月から区費を徴収する。 

   ６ 原則として、納入された区費は、転出の場合を除いて、返却できない 

        ものとする。 

   ７ 区長が必要があると認める場合は、総会の議決により臨時区費を徴収 

        することができる。 

 

（区費の免除） 

第１９条 持家および賃貸世帯のいずれの場合でも、当該年度の４月１日に世帯主 

        が満８５歳以上の世帯は、区費を免除することができる。 

   ２  世帯主および同居する世帯員全員が、やむを得ない事由により３か月以上 

        にわたり住居を不在にする場合は、その間の区費を免除することができる。 

   

（会計年度並びに予算および決算） 

第２０条 行政区の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年 3 月 31 日に終わるもの 

        とし、その予算および決算については、各会計年度ごとに総会の承認を 

        受けなければならない。 

     ただし、当該年度の決算については、原則として２月 1５日を目途に 

        収支の仮締めを行うため、３月分を収支見込み額として計上した決算 

        見込み額の議案で総会に提出するものとする。 

   ２ 翌年度４月に前年度決算額が確定した後は、すみやかに会計監査の承認 

        を受けたうえで、第１回役員会に提出し、承認の決議を得なければならない。 

 

（特別会計） 

第２１条  区長が必要があると認める場合は、次のとおり特別会計を設け各年度の 

         会計において積み立てを行い、その目的とする支出の財源とする。 

      また、各年度の特別会計の予算および決算は、総会の承認を受けなければ 

         ならない。 

 一 大型修繕積立金  上限６００万円 

 

第６章  雑 則   

（規約の改正または廃止） 

第２２条 この規約を改正または廃止する場合は、総会において出席者等の３分の２ 

        以上の同意を必要とする。 
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附 則 

（１）本規約は、平成 4 年 4 月 1 日から施行する。 

（２）一部改正(第 8 条②及び第 9 条⑤)のうえ、平成 12 年 4 月 1 日から施行する。 

（３）一部改生(第２章、第７条、第９条、第１０条、第１３条及び第１８条)のうえ、 

  平成 1７年 4 月 1 日から施行する。 

（４）一部改正（第１７条①及び第１８条③）のうえ、平成１８年４月１日から施行する。 

（５）一部改正（第７条３項、第９条 1 項④、2 項、4 項及び第１1 条④）のうえ、 

  平成１９年４月１日から施行する。 

（６）一部改正（第９条１項、第９条５項、第１０条２項、第１１条⑤⑥、第１７条２項 

    ４項、第１８条６項、第２０条付則（１）（５）（６））のうえ、平成２０年４月１日から 

    施行する。  

（７）一部改正（第８条３項、５項、第９条４項、５項、第１０条２項、３項、第１３条 

    １項）のうえ、平成２１年４月１日から施行する。 

（８）一部改正（第９条１項、第１０条１項．２項、第１１条２項、５項、６項、第１５条 

   ２項）のうえ、平成２２年４月１日から施行する。 

      ただし第９条第１１条の運用は平成２３年４月１日からとする。 

      また、１１条 5 項は平成２３年３月３１日をもって削除する。 

（9）一部改正（前文、第 8 条 3 項、第１３条３項追加、第１8 条 1 項、２項、３項、 

    20 条追加、20 条は 21 条に）のうえ、平成２３年４月１日から施行する。 

(10）一部改正（10 条 1 項、19 条）のうえ、平成 26 年４月１日から施行する。 

(11）一部改正（第 20 条）のうえ、平成２７年４月１日から適用する。 

(12）一部改正（第５条および第７条から第１５条並びに第１７条および第１８条を改める。 

  第１９条以下を各１条ずつ繰り下げ、第１８条の次に第１９条を設け、第２０条 

    および第２１条を改める。）のうえ、平成３０年４月１日から施行する。 
(13）一部改正（第９条から第１１条並びに第１３条および第１４条を改める。）のうえ、 

  平成３１年４月１日から施行する。 

(14）一部改正(第 8 条第 4 項第 8 号及び第 9 条第 1 項を改め、同条第 5 項を削除する。 

  第 14 条第 1 項を改める。）のうえ、令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 
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別紙１ 

 

 

三好丘旭行政区 区域 
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２ 三好丘旭行政区 運営細則 

  三好丘旭行政区規約（以下「規約」という。）第９条、第 11 条および第１３条に 

基づき、その運用を適切に行うために、三好丘旭行政区運営細則（以下「細則」 

という。）を次のように定める。 

（次年度役員の選考） 

第１条 規約第９条第 2 項の規定により、次の各号のとおり、次年度の役員の選考を 

      行う。 

   一 区長は、当該年度の役員の任期満了 3 か月前までに、役員改選について 

        役員選考委員会（以下「選考委員会」という。）を発足させるものとする。 

   二 選考委員会は、委員の互選により委員長１名を選任し、その指揮により 

        必要な定数の役員候補者（以下「候補者」という。）を選考するものとする。 

   三 選考委員会は、役員としての資質を有し、行政区の運営を円滑に行うこと 

        ができると思われる候補者を選考するものとする。 

   四 選考された候補者については、役員への就任について事前に了承を得る 

        ものとするが、行政区の円滑な運営上、相当の事由がなければ、候補者と 

        なることを拒めないものとする。 

      ここでいう相当の事由とは、当該年度の４月１日に満７５歳以上、父母子 
    家庭、満６５歳以上の独居の区民または単身赴任の区民等の生活上の事由の 

    ほか、職業が繁忙を極める等の就業上の事由により、明らかに役員の職に 

    耐えられないと認められる場合をいう。 

   五 選考委員会は、規約第 15 条に規定する三好丘旭行政区総会（以下「総会」 

        という。）の開催の日の 1 か月前までに選考を終え、その後の役員会に報告 

        しなければならない。    

   六 第一号から第五号により選考された候補者について、総会の信任を受けて 

        次年度の役員に決定する。 

（帳簿等の整理保管） 

第２条 規約第１１条条第１項および第１３条第３項の規定により、三好丘旭行政区 

      （以下「行政区」という。）の規約等の帳簿等（以下「帳簿等」という。）に 

      ついては、別紙第１表のとおり、帳簿等保管責任者（以下「保管責任者」と 

   いう。）が整理保管する。保管責任者が交代する場合は、新旧の保管責任者が 

   すべての帳簿等に押印したうえで引き継ぐものとする。 

    2 行政区の区費徴収台帳等の引継書類等（以下「引継ぎ書類等」という。）に 

     ついては別紙第 1 表の 2 のとおり、引継責任者が整理保管する。引継責任者 

     が交代する場合は、新旧の引継責任者がすべての引継書類等を責任をもって 

   引き継ぐものとする。 

 ３ 前２項の帳簿等および引継書類等は、専用の書類箱を用いて管理しなければ 

ならない。 

（弔意規定） 

第３条 規約第１１条第１項第一号の規定により、行政区内で弔事が生じた場合は、 
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      次の各号のとおり弔意を表すものとする。 

  一 前項の弔事が生じた世帯から申し出があった場合は、担当の組長は 

      すみやかに区長に報告する。  

二 区長は、関係者へすみやかに弔事の連絡をする。  

  三 区長は、告別式等に招かれた場合は、行政区を代表して参列し、 

次のとおり弔意を表する。 

    ア 世帯主死亡の場合      金 5,000 円と生花一基 

    イ 世帯員（家族）死亡の場合  金 3,000 円と生花一基 

（改廃） 

第４条 本運営細則を改廃する場合は、区長が規約第１２条に規定する役員会に 

   改廃案を提案し、その同意を得たうえで、総会に報告する。 

 

附 則 

（1） 本細則は、平成４年４月１日から施行する。 

（2） 一部改正のうえ、平成１２年４月１日から施行する。 

（3） 一部改正のうえ、平成１７年４月 1 日から施行する。 

（4） 一部改正のうえ、平成１８年４月１日から施行する。 

（5） 一部改正のうえ、平成１９年４月１日から施行する。 

（6） 一部改正のうえ、平成２０年４月１日から施行する。 

（7） 一部平成２２年４月１日から施行する。 

    ただし、第３条１項の運用は平成２３年４月１日からとする。 

    また第３条５項については平成２３年３月３１日をもって削除する。 

（8） 一部改正（2 条⑥項、7 条 2 項、別紙第１表、別紙第 1 表２追加、別紙第２表） 

のうえ、平成２3 年４月１日から施行する。 

（9） 一部改正（2 条⑧項追加）のうえ、平成２４年４月１日から施行する。 

(10)  一部改正（３条 1 項①、②、③改正）のうえ、平成２５年度４月１日から施行する。 

(11) 一部改正（３条１項①、②、③、⑤改正）のうえ、平成２６年度４月１日から施行する。 

(12) 一部改正（３条１項①、②、③、④、２項改正）のうえ、平成２８年度４月１日から 

  施行する。 

(13) 一部改正（前文を新たに設け、第１条を削除し、第 2 条を第 1 条に繰り上げ、改める。 

    第 3 条から第 6 条を削除し、第 7 条および第 8 条を第 2 条および第 3 条に繰り上げ、 

  改める。第９条を削除し、第１０条を第４条に繰り上げ、改める。別紙第２表を削除する。） 

  のうえ、平成３０年４月１日から施行する。 

(14) 一部改正(第 4 条を改める。）のうえ、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 
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     別紙第１表（第２条関係） 

 

別紙第１表の２（第２条関係）  電子データも可とする 

 

 

帳簿等の名称 帳簿保管責任者 保管年限 

 行政区規約 区  長 永  年 

 区民台帳 区  長 永  年 

 会計書類及び監査報告書 区  長 １０ 年 

 備品台帳 区  長 永  年 

 総会議事録 区  長 １０ 年 

 運営細則 区  長 永  年 

 役員会議事録 区  長 ５ 年 

 行事資料 部  長 ３ 年 

引継書類の名称 引継責任者 備    考 

区費徴収台帳 区  長 ３月末日更新分 

防災マニュアル 区  長 ｺﾐｭﾆﾃｨ防災倉庫備蓄品管理規程含む 

災害時要援護登録者リスト 区  長 民生児童委員と共同保管 

会計書類 区  長 新旧会計同席とする 

備品台帳 区  長 2 月末棚卸更新のもの 

契約書類 区  長 セコム・駐車場賃貸・コピー機・浄化

槽ﾒﾝﾃ・ひまわり NET・TV・TEL 等 

鍵及び鍵一覧表 区  長 鍵貸出先一覧表を含む 

クレーム対応記録 区  長 内容、処置、結果の記録 

事務員職務分限表 区  長 労働契約就業規則とも 

需要状況調査提出書 区  長 前年度提出分 

防火用水・消火栓配置図 区  長  

ごみ集積所配置図 区  長 アパート内施設除く 

交通安全・防犯看板配置図 区  長 年度末更新 

市補助金申請提出書 区  長 前年度提出分（申請書及び実績報告書） 

防災倉庫備蓄品リスト 区  長 食糧・飲料水は購入日、消費期限とも 

コミュニティ防災倉庫 

備蓄品リスト及び鍵 

区  長 三好丘中学校正門及び                        

防災倉庫(ﾌﾟｰﾙ下)の鍵含む 

防犯灯配置図 区  長 市作成 

行政区電子データ一式 区  長 バックアップメディア受領 

行事資料 各部部長 計画書・実施書・備品リスト 

反省メモ・記録写真 
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 ３ 三好丘旭集会所の管理および運営に関する規則 

 

（主旨） 

第 1 条 本規則は、三好丘旭集会所（以下「集会所」という。）の管理及び運営に 

       ついて、必要な事項を定めるものとする。 

     

（目的） 

第 2 条 集会所は、三好丘旭行政区の区民（以下「区民」という。）相互のふれあい 

       の場を提供し、心豊かな近隣社会を築くことを目的とする。  

 

（利用者の範囲） 

第 3 条 集会所を利用できる者（以下「利用者」という。）は、区民とする。 

    ただし、区民との交流を目的とし、その利用に支障のない場合は、区民以外 

      にも利用させることができる。 

    なお、使用にあたっては、区民も利用者として参加していなければならない。 

 

（開所時間） 

第 4 条 集会所の開所時間は、午前９時から午後７時までとする。 

    ただし、三好丘旭行政区長（以下「区長」という。）が特に認めた場合は、 

      これを変更する事ができる。 

 

（利用の許可） 

第 5 条 集会所を利用しようとする者は、区長の許可を受けなければならない。 

  ２  利用のための手続きについては、別に定める。 

 

（利用の制限） 

第 6 条 集会所を利用する場合は、次の各号の行為をしてはならない。 

    一  営利を目的とした行為 

        二  公の秩序または善良な風俗を乱すおそれのある行為 

        三  危険物の携帯および動物類の連行 

        四  指定場所以外でのはり紙および鋲・釘打ち 

        五  その他管理上支障のある行為 

 

（許可の取り消しまたは利用の禁止） 

第７条  区長は、利用者が前条の規定に違反した場合は、第５条の許可を取り消し、 

    または利用を中止させることができる。 
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（使用料） 

第 8 条１ 集会所の使用料は次のとおりとする 

     一 和室１室       １時間につき ２００円 

     二 集会室（ホール）１室 １時間につき ３００円 

     三 前各号以外の使用料については、別途定めるものとする。 

   ２ 行政区の役員会および行事等で、区長が特に認めた場合は、無料とする 

        ことができる。 

 

（利用者の義務） 

第９条  利用者は、別に定める「集会所利用心得」を遵守し、利用後の机、いす等 

        の片づけおよび物品の後始末の後、清掃を行い、原状復帰をしなければ 

        ならない。 

      なお、事務所の電話については、緊急やむを得ない場合を除き、発信用 

        に利用してはならない。  

 

（損害賠償） 

第 10 条 利用者が、故意又は重大な過失により、集会所の施設および備品等を損傷 

        または滅失したときは、直ちに区長にその旨を報告しその損害を賠償しなけ 

    ればならない。 

  

（運営および管理責任者） 

第 11 条 集会所の運営主体は三好丘旭行政区（以下「行政区」という。）とし、 

    管理責任者は、区長とする。 

     また、その運営費は行政区が負担する。 

   

（規則の改廃） 

第 1２条  本規則に定める事項並びに集会所の管理および運営に関し必要な事項 

        の改廃は、区長が行政区役員会に提案し、その同意を得て行うものとする。 

 

 附 則 

 （１）本規則は、平成 5 年 8 月 1 日から施行する。 

 （２）本規則は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

 （３）本規則は、平成 1９年 4 月 1 日から施行する。 

 （４）本規則は、平成２２年 4 月 1 日から施行する。 

 （５）本規則は、平成３０年 4 月 1 日から施行する。 
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４ 旭の家の管理および運営に関する規則 

 

（主旨） 

第 1 条 本規則は、旭の家の管理及び運営について、必要な事項を定めるもの 

   とする。 

     

（目的） 

第 2 条 旭の家は、三好丘旭行政区の区民（以下「区民」という。）相互のふれあい 

       の場を提供し、心豊かな近隣社会を築くことを目的とする。  

 

（利用者の範囲） 

第 3 条 旭の家を利用できる者（以下「利用者」という。）は、区民とする。 

    ただし、区民との交流を目的とし、その利用に支障のない場合は、区民以外 

      にも利用させることができる。 

    なお、使用にあたっては、区民も利用者として参加していなければならない。 

 

（開所時間） 

第 4 条 旭の家の開所時間は、午前９時から午後７時までとする。 

    ただし、三好丘旭行政区長（以下「区長」という。）が特に認めた場合は、 

      これを変更する事ができる。 

 

（利用の許可） 

第 5 条 旭の家を利用しようとする者は、区長の許可を受けなければならない。 

  ２  利用のための手続きについては、別に定める。 

 

（利用の制限） 

第 6 条 旭の家を利用する場合は、次の各号の行為をしてはならない。 

     一  営利を目的とした行為 

          二  公の秩序または善良な風俗を乱すおそれのある行為 

          三  危険物の携帯および動物類の連行 

          四  指定場所以外でのはり紙および鋲・釘打ち 

          五  その他管理上支障のある行為 

 

（許可の取り消しまたは利用の禁止） 

第７条  区長は、利用者が前条の規定に違反した場合は、第５条の許可を取り消し、 

    または利用を中止させることができる。 
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（使用料） 

第 8 条１ 旭の家の使用料は次のとおりとする。 

      一 洋室(東側)1 室   １時間  3００円 

      二 洋室(西側)１室   1 時間  ２００円 

      三 キッチン      1 時間    ２００円 

      四 室内レク広場    1 時間  ３００円 

      五 全室貸し切り 1 日につき  ２,５００円 

 

 

   ２ 行政区の役員会および行事等で、区長が特に認めた場合は、無料とする 

        ことができる。 

 

（利用者の義務） 

第９条  利用者は、別に定める「旭の家利用心得」を遵守し、利用後の机、いす等 

        の片づけおよび物品の後始末の後、清掃を行い、原状復帰をしなければ 

        ならない。 

      

（損害賠償） 

第 10 条 利用者が、故意又は重大な過失により、集会所の施設および備品等を損傷 

        または滅失したときは、直ちに区長にその旨を報告しその損害を賠償 

       しなければならない。 

  

（運営および管理責任者） 

第 11 条 旭の家の運営主体は三好丘旭行政区（以下「行政区」という。）とし、 

    管理責任者は、区長とする。 

     また、その運営費は行政区が負担する。 

   

（規則の改廃） 

第 1２条  本規則に定める事項並びに旭の家の管理および運営に関し必要な事項 

        の改廃は、区長が行政区役員会に提案し、その同意を得て行うものとする。 

 

 附 則 

  (1)本規則は、 平成 1９年 4 月 1 日から施行する。 

  (2)本規則は、平成２２年 4 月 1 日から施行する。 

   (3)本規則は、平成３０年 4 月 1 日から施行する。 

  (4)本規則は、令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 

 

 

 

 


